
2015年5月12日（火） 

ＪＢＣＣホールディングス株式会社 

2015年3月期  
決 算 説 明 会 
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代表取締役社長   山田 隆司 
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Ⅰ．2015年3月期 決算概要 

Ⅱ．中期経営計画 進捗 

Ⅲ．2016年3月期 計画 

    

本日の内容 



ＪＢグループの概要 

(2015年4月現在) 

日本ＩＢＭのビジネスパートナー 

■日本ＩＢＭのハードウェア／ソフトウェア製品取引シェア 第１位（2014年12月現在） 

■ＪＢグループ６社がＩＢＭビジネスパートナーの最高位 「プレミア・レベル」 

2014年4月、創業５０周年。２万社以上のＩＴ活用を支援 

社名  :  ＪＢＣＣホールディングス株式会社[東証１部9889] 

設立  :  １９６４年４月１日 

資本金 :  ４６億８７百万円 

連結社員 :  ２，７５１名 

事業所 :  国内６０拠点、海外５拠点（ＪＢグループ） 

事業会社 :  １５社 
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事業分野 

［３つの事業分野］ 

構想・企画 設計・開発・構築 運用・保守・管理 

コンサルティング 
サービス 

インテグレーション 
サービス 

マネジメント 
サービス 

情報ソリューション 

ディストリビューション 製品開発製造 

ハードウェア ソフトウェア 

お客様 
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事業会社 
２０１5年4月現在 

事業会社

総合 　ＪＢＣＣ

　アドバンスト・アプリケーション
　シーアイエス
　ソルネット
　ゼネラル・ビジネス・サービス
      - アイ・ラーニング
　ＪＢサービス
　ＪＢＣＮ大連
　ＪＢＣＮ上海　［広州］
　ＪＢＳＧ（シンガポール）
　ＪＢＴＨ（タイ）
　ＪＢパートナーソリューション
　イグアス
　ＪＢアドバンスト・テクノロジー
　Ｃ＆Ｃビジネスサービス

ビジネス分野

　ディストリビューション
　製品開発製造
　シェアードサービス

特化型

海外

　情報
　ソリューション

１５社 

*ケン・システムコンサルティングは2014年4月ＪＢＣＣに合併 
*リード・レックスは2015年4月にＪＢアドバンスト・テクノロジーに合併 
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Ⅰ．2015年3月期 決算概要 

    

7 
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 総 括 

中期経営計画「Ｉｎｎｏｖａｔｅ２０１6」 開始年度 

前年対比で減収増益 

売上、利益共に公表数値には至らず 

ＳＩビジネスでの利益改善 

サービスビジネスに課題 

 



13年3月期 14年3月期 15年3月期 前年比
対公表値

進捗

売 上 高 90,265 93,668 91,966 -1.8% 92.0%

売 上 総 利 益 17,003 17,266 18,211 +5.5% 
％ 18.8% 18.4% 19.8%

販 売 管 理 費 15,143 16,420 16,580 +1.0% 
％ 16.8% 17.5% 18.0%

営 業 利 益 1,859 845 1,631 +92.9% 90.6%

％ 2.1% 0.9% 1.8%

経 常 利 益 1,994 968 1,689 +74.5% 91.3%

％ 2.2% 1.0% 1.8%

当 期 純 利 益 878 254 324 +27.3% 36.8%

％ 1.0% 0.3% 0.4%

（単位：百万円）

 業績概況 
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※平成27年度税制改正（法人実効税率の引き下げ及び欠損金の繰越控除限度額の縮小） 
  に伴い、繰延税金資産359百万円を取り崩した結果 

※ 
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14年3月期 15年3月期 前年比 主な要因

売 上 64,614 62,119 -3.9% スポットサービス減少

総 利 益 12,961 13,583 +4.8% SIの利益率増

％ 20.1% 21.9%

売 上 26,914 27,718 +3.0% 新規ﾊﾟｰﾄﾅｰ増、IBMｻｰﾊﾞｰ・ｽﾄﾚｰｼﾞ増

総 利 益 3,152 3,333 +5.7% 売上に伴う利益増

％ 11.7% 12.0% ※サプライのダウンをディストリビューターがカバー

売 上 2,139 2,128 -0.5% HW・SWとも微減

総 利 益 1,152 1,293 +12.2% オリジナルプリンターの利益増

％ 53.9% 60.8%

売 上 93,668 91,966 -1.8% 

総 利 益 17,266 18,211 +5.5% 
％ 18.4% 19.8%

（単位：百万円）

情報ｿﾘｭｰｼｮﾝ

ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰｼｮﾝ

製品開発製造

合計
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 事業分野別の状況 



 事業分野別 構成比 
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１４年３月期 

18.3% 

67.5% 

30.1% 

74.6% 

１５年３月期 

情報ソリューション 

ディストリビューション 

製品開発製造 

情報ソリューション 

ディストリビューション 

製品開発製造 

2.3% 

7.1% 

69.0% 

28.8% 

2.3% 

75.1% 

18.2% 

6.7% 

-1.5% 

+1.4% 

±0.0% 

+0.1% 

+0.4% 

-0.5% 



13年3月期 14年3月期 15年3月期 前年比

売 上 19,596 20,472 21,461 +4.8% 

総利益 3,448 3,400 3,510 +3.2% 

％ 17.6% 16.6% 16.4%

売 上 18,603 18,544 17,395 -6.2% 

総利益 3,611 3,325 4,711 +41.7% 

％ 19.4% 17.9% 27.1%

売 上 23,859 25,596 23,263 -9.1% 

総利益 5,756 6,235 5,360 -14.0% 

％ 24.1% 24.4% 23.0%

売 上 62,060 64,614 62,119 -3.9% 

総利益 12,816 12,961 13,583 +4.8% 

％ 20.7% 20.1% 21.9%

（単位：百万円）

システム

ＳＩ

サービス

情報ｿﾘｭｰｼｮﾝ計
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 情報ソリューション分野の状況 



情報ソリューションの年度推移 
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 ＳＩビジネスの推移(売上総利益) 

（百万円） 

(21.2%) 
・ 

(23.4%) 
・ 

ＳＩ 
不採算 
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 サービスビジネスの推移(売上総利益) 
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 ディストリビューション分野の状況 
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19%(-7%) 

粗利率8.1% 

粗利率13.5% 

絶対額 
構成比の変化 

システムディストリビューション=新規パートナー リクルート活動による効果 



14年3月期 15年3月期 増減

-1,883 3,488 +5,371 

-756 -920 -164 

1,179 -1,141 -2,320 

（単位：百万円）

営 業 活 動 に よ る フ ロ ー

投 資 活 動 に よ る フ ロ ー

財 務 活 動 に よ る フ ロ ー

■営業活動キャッシュフロー 
 税引前当期純利益の増加        16億77百万円 
 売掛金の回収に伴う売上債権の減少 10億11百万円など 

■投資活動キャッシュフロー 
   有形固定資産の取得 5億31百万円 
   無形固定資産の取得 2億円など 

■財務活動キャッシュフロー 
   短期借入金による増加      26億28百万円 
   短期借入金の返済による減少 31億74百万円など 

 キャッシュ・フロー計算書 
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主
な
増
減
要
因 



11/3月 12/3月 13/3月 14/3月 15/3月

中 間 配 当 12.5 12.5 12.5 12.5 12.5

期 末 配 当 12.5 12.5 12.5 12.5 12.5

配当性向（％） 209.6 356.1 48.4 167.0 131.2

ＤＯＥ（％） 3.2 3.3 3.2 3.2 3.3

 配当金   

（単位：円） 
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15/3月期 
税率変更の影響・・・359百万円 
これがない場合の配当性向・・・62.2% 

12/3月期、14/3月期にも税率変更あり 

 

※ ※ 

※ 



Ⅱ．中期経営計画 進捗 
Innovate2016 
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 Ｉｎｎｏｖａｔｅ２０１６ 推進ポイント 

収益の向上 

ディストリビューション 
（VAD＆サプライ） 

情報ソリューション 

製品開発製造 

人材育成/生産性向上 

独自性と高付加価値による 
高利益率の実現 

売上高の拡大（企業成長）と 
絶対利益の確保 

 ビジネス構造を変える：プロダクトｍｉｘ，高収益SOL 

 新時代ソリューションを推進：Ｓｍａｒｔ Ａｐｐ 

 新規分野への取組み:医療・環境・公共・・ 

■成長基盤の確立 

■強い体質への改革 
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中期経営計画→ 

システム開発 
不採算 

■ 
■ 

■ 

営業利益率   1.8%       1.9%      (2.2%) 
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 環境・実績を踏まえて着実に推進 
 目標値の再考 

919 930 

16 

18 



 事業/分野の方向性 
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事業再編の流れ 

情報ソリューション 再編 
・エンタープライズ対応→JBES 

2012/4  
日本ビジネスコンピューター 
ＪＢＥＳ，ＪＢＳ，ＪＢＴＳ 

情報ソリューション 再編 
・総合型→JBCC 

2014/4  
ＪＢＣＣ，ＫＳＣ 

ＳＩ強化 
・JBCCでXupper 

2015/4 
ＪＢＡＴ， 
ＲｅｅｄＲｅｘ，ＪＢＣＣ 

  
 

今後も継続検討 

2011年 ・KSC、AAC 加入 

2009/4  
日本ビジネスコンピューター，ＮＳＩＳＳ，ＪＢＳ 

2009年 ・ReedRex加入   

製品開発製造事業の強化:JBAT 
 ソリューション開発力の集約～向上へ 

 独自能力の向上 
 付加価値ソリューションの創出 

 収益力の強化 



ソリューション開発力集約による効果 

現在 

Ｖａｌｕｅ 

時間 

Tool × APPL = ∞の可能性 
「つなぐ」で広がる業務・業種スペシャリスト 

単独での伸び 

単独での伸び 相乗効果 
 ・技術標準 
 ・業種業務ＡＰＰＬ＋ＴＯＯＬ 
 ・サービス化 

Printer 

Optimize 
HW 

JBSW R-PiCS 
ＮＸ販売 
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 事業分野別 構成比 

26 
■情報ソリューション  ■ディストリビューション  ■製品開発製造 

7% 

18% 

75% 

２０１４年度実績 ２０１６年度予定 

10% 

19% 

71% 

2% 

30% 

68% 

3% 

33% 

64% 

売上 

総利益 

情報ソリューション 
ディストリビューション
の利益にも貢献 
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Ⅲ．2016年3月期 計画    



ＩＴ投資動向調査２０１５ 

慎重な姿勢がうかがえる 

-1.5% +0.2% +1.3% 

増額 

横ばい 

減額 
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ＩＴからＤＴへ ２０１５ ＩＴトレンド 

オープン化 

OSSに牽引され、データやHW、SW
のオープン化、さらには、モバイルや
ウェアラブルのさらなる普及、ソーシャ
ルメディアの一層の活用は、デジタ
ル・データ化を加速。 

サービス化 

クラウドに牽引され、全てのレイヤー
でサービス化が促進され、ビジネスも
モノを扱うことからサービスを扱うこと
へと重心を移してゆく。 

スマート化 

人工知能に牽引され、ロボットやス
マート・アシスタントなど、新しい人と
機械との関係が構築、こちらの意向
や行動を先読みして仕事をしてくれ
るコンテキスト・テクノロジーが進化。 

オ
ー
プ
ン
化 

サービス化 

ネットコマース社 資料参照 

全てのビジネスが 

デジタル化する時代！ 
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ＪＢグループの目指すところ 

従来型 

受託開発 

インフラ構築 運用・保守 

ライセンス販売 ＨＷ販売 

ＩａａＳ 

ＳａａＳ 

ＳＤxx 

ＯＳＳ 

自律化 
自動化 

ＤｅｖＯｐｓ 

テクノロジーのイノベーションは従来のビジネスモデルに変革を求めている 

レッド・オーシャン 

WEB放送局 

ＪＢｃｌｏｕｄ 
ＥｃｏＳｙｓｔｅｍ 

ＯＳＳコミュニティ 

アジャイル 

ブルー・オーシャン 



14年3月期
（実績）

15年3月期
（実績）

16年3月期
（予想）

前年比

売 上 高 93,668 91,966 93,000 +1.1% 

営 業 利 益 845 1,631 1,800 +10.4% 

％ 0.9% 1.8% 1.9%

経 常 利 益 968 1,689 1,850 +9.5% 

％ 1.0% 1.8% 2.0%

当 期 純 利 益 254 324 1,000 +208.4% 

％ 0.3% 0.4% 1.1%

（単位：百万円）

 業績予想 
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ＩＴ投資動向等を
踏まえての設定 



14年3月期
（実績）

15年3月期
（実績）

16年3月期
（予想）

前年比

売 上 64,614 62,119 61,700 -0.7% 

総 利 益 12,961 13,583 13,680 +0.7% 
％ 20.1% 21.9% 22.2%

売 上 26,914 27,718 28,500 +2.8% 

総 利 益 3,152 3,333 3,770 +13.1% 
％ 11.7% 12.0% 13.2%

売 上 2,139 2,128 2,800 +31.6% 

総 利 益 1,152 1,293 1,550 +19.9% 
％ 53.9% 60.8% 55.4%

売 上 93,668 91,966 93,000 +1.1% 

総 利 益 17,266 18,211 19,000 +4.3% 
％ 18.4% 19.8% 20.4%

（単位：百万円）

情報ｿﾘｭｰｼｮﾝ

ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰｼｮﾝ

製品開発製造

合計

 事業分野別予想 
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情報ソリューション：クラウド、ＳＩ 
ディストリビューション：パートナー 
製品開発製造：収益、開発力の集中化 
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 配当予想 

中期的な目標：純資産配当率（ＤＯＥ）５％ 

  １株当たり配当金 
   ２０１６年３月期    年間 ２５円           

                     （中間配当＝１２円５０銭、期末配当＝１２円５０銭） 

配当性向（％） 366.7 209.6 356.1 48.4 167.0 131.2 42.5

ＤＯＥ（％） 3.8 3.2 3.3 3.2 3.2 3.3 3.2
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 2016年3月期 ＪＢグループ方針 

真の変革 

収益・・・構造変革の推進 

マーケット・・・お客様理解とＬＯＢフォーカス 

独自能力（強み）・・・クラウド基盤確立 

                       サービス変革 

(重点施策) 

チーム力・・・協業と集約 

（指  針） 



事業変革を推進 

35 

※製品開発製造のプリンターはシステムに、SW他はJBSW、RR事業はＳＩに含む。 
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構成比の増減 
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継続しての注力分野 
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+14% 

+1１% 

+33% 

+27％ 

+3％ 

+0％ ＋10％ 

-15％ 

■ＪＢソフトウェア 

■ＥＲＰ 

■サービス（外販） 

(単位:億円) 

+1％ 

-5% 

+0.3％ 

+29％ 

+0.2％ 

売上の１２％を継続しての注力分野で 

中期経営計画 Ｉｎｎｏｖａｔｅ2013 

+13% 

+14％ 

+49％ 

+45％ 

中期経営計画 Ｉｎｎｏｖａｔｅ２０１６ 



販売モデルのイノベーション 

ＥＣＯシステムで最適なソリューション 
を組合わせてサービスで提供 
 
ＬＯＢアプローチの徹底 
 

開発・運用モデルのイノベーション 

各レイヤーごとにクラウド技術に対応 
したスキル習得 
 
ＯＳＳ活用によるサービスレベル向上 
 
 

2014年度：新規獲得１５０社 

クラウド基盤確立:2016年度迄に提供２０００社 

37 



ＳＩビジネスを変革：2016年度までに粗利３５％ 

- 実物を見ながら早期摺合せ 
- 仕様精度の向上 

- 属人化排除 
- コーディングレス 

システムの早期リリース 

あいまいな要求への対応 開発・保守品質の向上 

- 開発スピードの向上 
- 開発生産性の向上 

近年のシステム開発に求められていること・・・ 

背景： ビジネス環境の変化／テクノロジの変化／2015年問題 （IT人材不足） 

開発自動化ツール／業種特化／共通部品化 

SIビジネス変革 

超高速開発 アジャイル 
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サービスビジネスを変革：2015年度 ＋３０% 

環境 
エネルギー 

３Ｄプリンター  
モノづくり 

医療機器 

ＳＭＡＣを中核とした 
      サービス体制 

サービス拠点 

（リモート＋オンサイト） 

ＳＭＡＣ 

セキュリティサービス 

リモートサービス 

オンサイトサービス 

Ｃｌｏｕｄ＆ＩｏＴ 

39 

新分野の前年売上 

2014年度
実績 

+24% 
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３Ｄ分野 新たな取り組み 

試作 

最終 
製品 

3Dプリンター 

個人向け 
出力サービス 

部品・製品 製造 

交換用パーツ 製造 

３Ｄデータ 
マーケットプレース 

３Ｄプリンター販売 
保守・材料 

データ作成支援 
ソフトウェア 

独自ソリューション 
システム構築 

国
内
市
場 

 

２
６
０
億
円
（２
０
１
６
年
） 

 ３Ｄ分野のソリューション＆サービスを創出 

ＮＥＷ ＮＥＷ 

＋ ＋ ＪＢグループ 

応用技術 既存のビジネス 



医療分野 新たな取り組み 

「地域包括ケアシステム」の実現に向けて 
～インフラ構築、運用保守まで総合的なＩＴ活用を提案 

◆クラウドサービス 

Ｗｅｂ型電子カルテ                
導入実績400施設以上 

（2014年3月現在） 

◆医療機器・保守 

滅菌器など                

◆３Ｄプリンター 

医療分野での活用               

既存の推進項目 

Ｎｅｗ 

Ｎｅｗ 

見守り支援機器 

移動支援機器 

クラウド 
センサー 
ロボット・・ｅｔｃ 
 

ＩＴの利用 
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対応する必要があると考えている情報システム（複数回答） 

 人事・給与システムの改変(71.4%) 
 会計・経理システムの改変(41.4%) 
 マイナンバー保管システムの導入(28.3%) 

マイナンバー対応作業を 

実施している企業・組織は 

２０％以下 
出展:4月22日 マイナビニュース 

マイナンバー制度にむけて 
２０１６年１月～ 

＋ コンサルテーション,セキュリティ・・・etc 
 

マイナンバー制度対応ソリューションの提供 

マイナンバー実態調査2015 



協業と集約 

お客様 
品揃えの充実と 
内外との協業 

ソリューション開発力集約 
・技術者情報連絡会 
・ＯＳＳコミュニティー 

センター化による集約 
・業務プロセス刷新 

ＬＯＢフォーカス 
クラウド/ＳＩ/サービス 
・ＳＩ連絡会議 

情報ソリューション ディストリビューション 

製品開発製造 
シェアード・サービス 
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ＪＢグループを理解いただくために 

交通広告 
(継続)羽田空港［年間］ 

(継続)新幹線 ［4/1～2週間］ 

 

社会 
・森の長城プロジェクト 参画 

・日経「星新一賞」協賛 
 

５／１９ 大阪⇒５／２９ 東京⇒６／３ 名古屋 

TV CM 
［４～９月］ 
・テレビ東京
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 社会、お客様、株主、社員と感動を共有し、 

 信頼されるグローバルなベストサービスカンパニーを目指す。 

新たな半世紀へのスタート 

お客様：ビジネスの真のパートナーに 

株主 ：活動を理解いただき、継続的なファンに 

社員 ：社員・家族が誇れる企業グループに 

社会 ：社会に役立つ企業グループに 
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補足資料 

貸借対照表 

経営指標の推移 

ＩＲ・ＰＲ関連情報 一覧 

 

用語解説 
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貸借対照表 
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（単位：百万円） 14年3月末 15年3月末 増減 14年3月末 15年3月末 増減

現 金 ・ 預 金 6,037 7,481 +1,444 支払手形・買掛金 11,860 11,723 -137 

受取手形・売掛金 21,534 20,516 -1,018 短 期 借 入 金 3,090 2,553 -537 

た な 卸 資 産 2,666 3,210 +544 そ の 他 6,676 7,971 +1,295 

そ の 他 3,402 3,491 +89 流 動 負 債 計 21,627 22,248 +621 

流 動 資 産 計 33,641 34,700 +1,059 長 期 借 入 金 0 0 +0 

有 形 固 定 資 産 2,287 2,381 +94 退職給付に係る負債 7,647 7,501 -146 

無 形 固 定 資 産 1,891 1,702 -189 そ の 他 565 534 -31 

投資その他の資産 6,084 5,831 -253 固 定 負 債 計 8,212 8,035 -177 

固 定 資 産 計 10,263 9,914 -349 純 資 産 計 14,064 14,330 +266 

資 産 合 計 43,905 44,614 +709 負債・純資産合計 43,905 44,614 +709 

自己資本比率 29.4% 29.6%



13年3月期 14年3月期 15年3月期

売上総利益率 18.8% 18.4% 19.8% 

売上高経常利益率 2.2% 1.0% 1.8% 

株主資本純利益率＜ROE＞ 6.6% 1.9% 2.5% 

純資産配当率＜DOE＞ 3.2% 3.2% 3.3% 

１株当り当期純利益（円） 51.6 15.0 19.1

１株当り純資産（円） 796.8 759.1 776.8

【財務指標】

流動比率 163.2% 155.5% 156.0%

当座比率 132.8% 127.5% 125.8%

自己資本比率 32.7% 29.4% 29.6%

経営指標の推移 
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IR・PR関連情報 一覧(第１四半期) 

年月日 カテゴリー リリース内容

2014.04.01 PR  50周年記念サイト開設のお知らせ

2014.04.01 PR いいね！スマートＩＴが創る新しい未来－「JB Group IT Forum 2014」東京／名古屋／大阪開催

2014.04.09 PR クラウドコンサルティング認定技術者を300人養成　ＪＢＣＣ クラウド事業の体制を強化［ＪＢＣＣ］

2014.04.21 PR  グループ情報誌Link Vol.218 Spring－50周年記念誌を発行しました

2014.04.30 業績・決算 決算短信 [PDF: 529KB]

2014.04.30 業績・決算 平成26年３月期　業績予想との差異に関するお知らせ

2014.04.30 適時開示 取締役候補者決定のお知らせ

2014.05.13 PR  「CSRレポート2014」発行のお知らせ

2014.05.14 IR 決算説明会

2014.05.17 IR  2014年5月14日（水）開催　「決算説明会」 （動画 54分49秒）

2014.05.29 業績・決算 定款一部変更に関するお知らせ

2014.06.02 業績・決算 定時株主総会招集ご通知 [PDF: 949KB]

2014.06.17 業績・決算 第50期定時株主総会

2014.06.17 IR 株主通信 [PDF: 1.4MB]

2014.06.17 IR 株主さまアンケートご協力のお願い

2014.06.23 業績・決算 議決権行使結果（臨時報告書） [PDF: 16KB]

2014.06.23 業績・決算 2014年6月17日（火）開催　「定時株主総会」 （動画 34分24秒）
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IR・PR関連情報 一覧(第２四半期) 

年月日 カテゴリー リリース内容

2014.07.01 PR グループ書籍Vol.10 『2020年　ＩＴがひろげる未来の可能性』発刊のお知らせ

2014.07.07 PR ＪＢＣＣが上流工程分析・設計支援ツール「XupperⅡ」への取り組みを強化

2014.07.09 PR 50周年記念動画「ＪＢグループの歩み」公開のお知らせ

2014.07.15 PR 世代ものづくり・スマートテクノロジーをテーマにした地域密着型イベント「テクノロジーフェスタ in 八王子」に参加

2014.07.28 PR 第2回 日経「星新一賞」協賛のお知らせ

2014.07.28 PR 「日経IRフェア2014」出展のお知らせ（8/29～8/30）

2014.07.29 業績・決算  データブック2014年3月期更新のお知らせ（PDF/Excel版）

2014.07.31 業績・決算 第1四半期　決算短信 [PDF: 298KB]

2014.08.01 PR パーソナル3Dプリンター「Cube® 3rd generation」「CubePro™」本日より先行予約開始［ｉＧＵＡＺＵ］

2014.08.04 PR すぐにできる、セキュリティ対策を推進 シンクライアント「SecureTerminal T6144EM」を発表［ＪＢＡＴ］

2014.08.18 PR iPadが3Dスキャナーに　3Dプリントの活用を拡げる「iSense™」本日より販売開始［ｉＧＵＡＺＵ］

2014.08.26 IR  第1四半期　株主通信 [PDF: 354KB]

2014.08.28 PR グループ情報誌Link Vol.219 Summerを発行しました

2014.09.02 IR 日経IRフェア2014

2014.09.05 PR 太陽光発電の運用データを可視化し、安定稼働を支援　クラウド型監視サービス「PV SCOPE」［ＪＢＳ］

2014.09.12 PR 動画ライブラリーサイト更新のお知らせ
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IR・PR関連情報 一覧(第３四半期) 

年月日 カテゴリー リリース内容

2014.10.01 PR イグアスの防災グッズがグッドデザイン賞を受賞 防災ズバンクドットコム「オリジナル防災リュックサック」［ｉＧＵＡＺＵ］

2014.10.08 PR ラジオ番組コーナー提供のお知らせ　ニッポン放送「土田晃之 日曜のへそ」"ツチダIT塾"

2014.10.09 PR 活用事例を動画で、さらに検索機能を強化　3Dプリンター関連情報サイト リニューアルのお知らせ

2014.10.20 IR 株主さまアンケート報告

2014.10.22 PR  「サプライズバンクドットコム」が日本ネット経済新聞賞を受賞［ｉＧＵＡＺＵ］

2014.10.23 PR Zend PHP 最新バージョン Zend Server 7.0 及び Zend Studio 11.0日本語版発表［ｉＧＵＡＺＵ］

2014.10.29 PR デジタルサイネージのクラウド型コンテンツ配信サービスとレンタル機器をスターターパックとして提供開始［ＪＢＣＣ］

2014.10.30 業績・決算  第2四半期　決算短信 [PDF: 309KB]

2014.11.04 PR  リアルタイム情報連携を推進 「Qanat2.0機能強化版」を発表［ＪＢＡＴ］

2014.11.05 PR 世界初 エデュケーショナルロボット「Romo」を利用した企業向け人財研修を開始［ｉ－Ｌｅａｒｎｉｎｇ］

2014.11.12 IR 中間決算説明会

2014.11.14 PR グループ情報誌Link Vol.220 Autumnを発行しました 

2014.11.20 PR
スマートデバイスと基幹システムの連携を促進
Android、iOSのアプリを同時制作するクラウド型開発ツール「JBcloud AppExe」を発表［ＪＢＡＴ］

2014.11.20 IR 2014年11月12日（水）開催　「中間決算説明会」 （動画41分46秒） 

2014.12.01 IR 第2四半期　株主通信 [PDF: 1.2MB]

2014.12.08 PR ＪＢＡＴホームページ リニューアルのお知らせ

2014.12.15 PR
クラウド対応で導入コストを抑えて短期構築を可能に
中小組立加工業向け生産管理システム「R-PiCS Ex」の提供を開始 ［Ｒｅｅｄ Ｒｅｘ］

2014.12.18 適時開示 グループ内組織再編に関するお知らせ
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IR・PR関連情報 一覧(第４四半期) 

年月日 カテゴリー リリース内容

2015.01.05 PR 「JB Group IT Forum 2015」 開催決定のお知らせ

2015.01.19 PR グループ情報誌Link Vol.221 Winterを発行しました 

2015.01.29 業績・決算 第3四半期　決算短信 [PDF: 327KB]

2015.02.04 PR 【JB Group IT Forum 2015】 基調講演決定のお知らせ

2015.02.06 IR 「東証IRフェスタ2015」出展のお知らせ（3/13～14）

2015.02.20 IR 第3四半期　株主通信 [PDF: 474KB]

2015.02.26 PR FFRIとＪＢサービスがセキュリティ対策サービスで協業お客様対応の充実とセキュリティビジネスを拡大 [ＪＢＳ]

2015.02.26 適時開示 事業会社の代表取締役の異動に関するお知らせ

2015.03.18 PR 「新たな半世紀を目指して－当社の取り組み」（動画:モーニングスターサイトへリンク）

2015.03.24 PR 株主様川崎事業所見学会

2015.03.24 PR 東証IRフェスタ2015

2015.03.26 適時開示 事業会社の役員異動及び人事異動に関するお知らせ



用語解説① 

用語 解説 

Ａｐｐ 
（application software 
［program］） 

アプリケーションソフト［プログラム］ 

BI 
（Business Intelligence） 

システムなどから蓄積される企業内の膨大なデータを、蓄積・分析・加工
し、企業の意思決定に活用する手法のこと。 
データ分析を専門家に依存せず、経営者や社員が必要な情報を自在に
分析し、経営計画や企業戦略などに活用することを目指している。 

ERP 
（Enterprise Resource Planning） 

企業の生産や販売、在庫、購買、物流、会計、人事/給与などのあらゆる
経営資源を企業全体で有効活用するために、基幹業務を統合的に管理
する手法、概念のこと。 

HW 
（hardware） 

ハードウエア 

【出典/参考】 
ＩＴ用語辞典 e-Words 他  http://e-words.jp/ 
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用語 解説 

ＩＣＴ 
（information and communication 
Technology） 

情報通信技術。 ITとほぼ同義。 
日本では、情報処理や通信に関する技術を総合的に指す用語としてITが
普及したが、国際的にはICTが広く使われる。 

ＩｏＴ (Internet of Things ) 
コンピュータなどの情報・通信機器だけでなく、世の中に存在する様々な
モノに通信機能を持たせ、インターネットに接続したり相互に通信すること
により、自動認識や自動制御、遠隔計測などを行うこと 

ＯＳＳ 
（open source software） 
  
 

オープンソース‐ソフトウエア  
オープンソースとして公開されたソフトウエアの総称。 

無償で公開され、誰もが改良や機能追加をして、再配布が可能なソフトウ
エアを指す。 

ＳＭＡＲＴ 
（self-monitoring analysis and 
reporting） 

ハードディスクドライブやSSD（半導体ディスク）に搭載された自己診断機

能。データ読み込みのエラーの発生回数や読み書きの速度などを計測し、
あらかじめ設定された基準値と比較し、何らかの異常が見つかった場合
は通知する。 

ＳＷ 
（software） 

ソフトウエア 

用語解説② 

【出典/参考】 
ＩＴ用語辞典 e-Words、デジタル大辞林、知恵ぞう2014 他 
http://e-words.jp/ 
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用語 解説 

アジャイル 

「俊敏な」「すばやい」という意味の英単語で、IT業界では経営環境の変化

に迅速に対応できる柔軟な情報システムや、効率的なシステム開発手法
などを指す 

オープンデータ 
特定のデータが、著作権、特許などの制限なしに、全ての人が望むように
利用・再掲載できるような形で入手できるデータのこと。 

オープンソース 
ソフトウエアのソースコードをインターネットなどで公開し、誰もが改良や
機能追加、再配布できるようにすること 

カスタムメイド 既製品をベースにお客様の好みで改良、改造すること。 

仮想化技術 
１台のサーバー上で複数のOSやアプリケーションを稼働し、あたかも複数
台のサーバーが動作しているかのように動かす技術のこと。 

クラウド 
データなどはすべてネットワークの向こう側（＝クラウド：雲）にあり、利用
者はインターネットに繋がるブラウザ端末を利用してデータの処理などを
行ない、利用状況に応じて料金を支払うビジネスモデルのこと。 

ストレージ 
デジタル情報を記録・保存するハード-ディスクや光磁気ディスク-ドライブ
などの記憶装置の総称。 

用語解説③ 

【出典/参考】 
ＩＴ用語辞典 e-Words、デジタル大辞林、知恵ぞう2014 他 
http://e-words.jp/ 
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用語解説④ 

用語 解説 

スマートデバイス 
スマートフォンやタブレット型端末などの総称のこと。一般的にはインター
ネットに接続でき、様々なアプリケーションソフトを利用できる携帯型の多
機能端末のことをいう。 

ソーシャル 
インターネット上で展開される情報メディアのあり方で、個人による情報発
信や個人間のコミュニケーション、人の結びつきを利用した情報流通など
といった社会的な要素を含んだメディアのこと。 

デジタルサイネージ 

液晶やプラズマなどのデジタル表示パネルを利用した電子看板のこと。
屋外や店頭、交通機関、各種施設内の案内板や広告などに利用される。
一般の看板と違い、データを入れ替えるだけで内容を一新でき、一定時
間で複数の表示を切り替える、動画を利用するなど、新しい表現が可能。
表示データを内蔵メモリーに蓄積する方式が一般的だが、インターネット
や無線LANを利用して配信する方式なども考案されている。 

バックオフィス 
企業などの組織において、事務・管理業務などを担当し、顧客に直接対
応するフロントオフィスを支援する部門。 
人事・経理・総務・情報システム管理部門など。 

【出典/参考】 
ＩＴ用語辞典 e-Words、デジタル大辞林、知恵ぞう2014 他 
http://e-words.jp/ 57 



用語 解説 

ビッグデータ 

従来のデータベース管理システムなどでは記録や保管、解析が難しいよ
うな巨大なデータ群のこと。 
単に量が多いだけではなく、様々な種類・形式が含まれ、日々膨大する時
系列性・リアルタイム性のあるようなデータを指すことが多い。 

フロントオフィス 
企業などの組織において顧客に直接対応する部門。 
営業部門や顧客サポート部門など。 

ベストプラクティス 最も効果的、効率的な実践の方法。または最優良の事例のこと。 

モバイル 
携帯可能な情報・通信機器や移動体通信システム、また、それらのため
に開発されたソフトウェアなどのこと。 

用語解説⑤ 

【出典/参考】 
ＩＴ用語辞典 e-Words、デジタル大辞林、知恵ぞう2014 他 
http://e-words.jp/ 
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ＪＢＣＣホールディングス株式会社  経営企画 
TEL       0120-887-652 (土日・祝日を除く、9:00～17:00) 

e-mail   ir@web.jbcc.co.jp 

 

本資料に記載されている将来の動向や業績等に関する見通しは、将来の 
予測であって、リスクや不確定要素を含んでおります。 

したがいまして、実際の業績は様々な要因により見通しとは異なる結果 
となる可能性があることをご了承ください。 

資料についてのご注意 
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お問い合わせ 


